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す。栄養繁殖はクローンの増殖なので，有性生殖にൺべ
て，ELの変化，ผの言葉ではゲノムインプϦンティング
（genomic imprinting，ゲノム࡮りࠐみ）を֬実かつޮ཰
的にߦうことができる。
つ目は“年を超えた記憶”である。ଟ年生植物においてࡾ　
は，細胞記憶したELの一部を複数年にわたって記憶する。
　そのଞにも，細胞記憶が成長ஈ֊や周辺環境の変化に応
じて，異なる表現形質として発現することがある。このこ
とをエピジェネティック・ドϦϑト（epigenetic driGt）と
いう。ヒトの話だが，例えば一ཛ性૒生ࣇが異なる環境で
生׆すると，有ޮ׼થ数やֺの形ଶ等に違いが生じること
が報ࠂされている。

草に͓͚るΤϐδΣωςΟοΫɾϓϥΠϛϯάࡶ���
　ノϋラΨラシ（ S inap is  arvens is ）は，ΞϒラナՊ雑草であ
り，世ք各஍に分෍する。ここで取り上げるストϨスは，
除草剤ではないものの，Ϟンシロチϣ΢（Pieris  rap ae）の༮
஬に৯֐されたとき，この植物はどのように応答するだΖ
う（4obral et  al. 2021）。
　ノϋラΨラシは，֐஬に৯֐されると，形ଶ的にはໟ状
ಥىのີ度が高まり，内生的にはグルコシノϨートが増Ճ
する。ໟ状ಥىは༮஬の৯ߦ動を物ཧ的に཈੍し，グルコ
シノϨートの代ँ࢈物であるイιチΦシΞネートは৯֐に
対するسආޮ果をࣔす。
　これら形ଶおよび内生の変化は༮植物で大きい（図-2の
同世代の༠導能）。いったΜ৯֐を受けた植物（฼ܕ，
'1）の子ଙ（'2）は，৯֐を受ける前から๷Ӵ反応が高ま
る（図-2の世代を超えた༠導）。
　さらに'1と'2における৯֐の有無の組み合わせ（図-2の
世代を超えた準備（プライミング））では，ໟ状ಥىの数
は༮植物の৔合，'1で৯֐を受けていない৔合は大きく増

Ճするが，'1で৯֐を受けていると'2のໟ状ಥىの数が
々ଟいので，増Ճ཰は高くない。一方，成植物では'1にݩ
おける৯֐の有無にかかわらͣ，'2において৯֐を受ける
とໟ状ಥىの数はある程度増Ճする。次に，内生変化であ
るグルコシノϨートについては，༮植物も成植物も，'1に
おける৯֐の有無が含有量のओཁ因になる。
　これらの結果から，਌世代における経験は，その世代に
おけるストϨス応答だけでなく，そのストϨス経験を子ଙ
に伝え，ಛにその応答は༮植物で明֬であることがࣔされ
た。何れにせよ，これらのストϨス応答に対して，EPが何
らかの関与をしていることは明らかである。

　これまで「緒」において，“手ଓき記憶”，“短期・長期記
憶”，“ストϨス記憶”等について言ٴしてきた。植物の記憶
に関する研究をௐべると，植物が複雑な環境変化に対して，
。な応答メカニズムを具備していることがわかるົ޼めてۃ
そのメカニズムは，メンデル性遺伝としてゲノム内遺伝子の
DNA配列に記憶させたものが根幹にあり，ප֐஬や環境変
動等，Өڹの時期や大きさが༧ଌできないストϨス等に適応
できるためにエピジェネティックな応答が存在するのであΖ
うか。また，この二つのメカニズムは互いにどのように連関
しているのであΖうか。そのあたりを၆ᛌしながら，植物の
記憶についてもうগし情報をूめてみたい。
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2021年度冬作関係除草剤･生育調節剤試験 判定

A.除草剤 (1)小麦

対象雑草 処理法 処理時期
使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

一年生雑草  250～500mL

散布水量50～

100L

東北以南

多年生イネ

科雑草

 500～750mL

散布水量50～

100L

北海道

一年生雑草 播種後出芽

前,雑草生育

期(草丈30cm

以下)

 250～500mL

散布水量25～

100L

東北以南 ･散布水量25～

50L/10aの場合は専

用ノズルを使用する。

2.ANK-553(改) 乳

ペンディメタリン:30.0%

[BASFジャパン]

実･継 一年生雑草 土壌処理

(全面)

小麦生育期,

雑草発生前

300～500mL

散布水量70～

100L

全土壌(砂

土を除く)

全域 ･キク科,ツユクサを除

く。

･小麦生育期処理は,

播種後の土壌処理剤

との体系で使用する。

･小麦生育期,雑草発

生前での一年生イネ

科雑草に対する効

果･薬害の年次変動

の確認(東北以南)

3.BAH-1517 乳

シンメチリン:75.0%

[BASFジャパン]

継 ･効果･薬害の確認

A.除草剤 (2)大麦

耕起7日以前,

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

250～500mL

散布水量50～

100L

全域

播種後出芽

前,雑草生育

期(草丈10cm

以下)

250～500mL

散布水量25～

100L

東北以南 ･散布水量25～

50L/10aの場合は専

用ノズルを使用する。

2.ANK-553(改) 乳

ペンディメタリン:30.0%

[BASFジャパン]

実 一年生雑草 土壌処理

(全面)

大麦生育期,

雑草発生前

300～500mL

散布水量70～

100L

全土壌(砂

土を除く)

東北以南 ･キク科,ツユクサを除

く。

･大麦生育期処理は,

播種後の土壌処理剤

との体系で使用する。

3.BAH-1517 乳

シンメチリン:75.0%

[BASFジャパン]

― (作用性)

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用基準

継続の内容

1.AK-01 液

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41%

[TAC普及会]

実 茎葉処理

(全面)

耕起7日以前

雑草生育期

全土壌

1.AK-01 液

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41%

[TAC普及会]

実 一年生雑草 茎葉処理

(全面)

全土壌

２ ０ ２ １ 年 度 冬 作 関 係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

(公財)日本植物調節剤研究協会 技術部

2021 年度冬作関係除草剤・生育調節剤試験

成績検討会は､2022 年 9月 8日(木)に Zoomを

用いた Web 会議において開催された。

この検討会には、試験場関係者 37名、委託

関係者 26 名ほか、計 79 名の参集を得て、除

草剤10薬剤(29点), 生育調節剤1薬剤(3点)

について、試験成績の報告と検討が行われた。

その判定結果および使用基準については、

次の判定表に示す通りである。
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2021 年度冬作関係除草剤・生育調節剤試験 判定
A. 除草剤　⑴小麦
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2021 年度冬作関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

A. 除草剤　⑵大麦
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対象雑草 処理法 処理時期
使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用基準

継続の内容

A.除草剤 (4)水\�p

1.NFH-101 液

(=:��S-301)

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:10%

2Ý4-�Aイソプロピルアミン

塩:5%

[ÈÖーÎ®Ó]

継 ･効果,薬害の確認

2.NFH-131 液

(=:��S-1�5)

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41%

[ÈÖーÎ®Ó]

継 ･効果,薬害の確認

A.除草剤 (5)水RTS

一年生雑草 水\��後

雑草生育期

(草丈20cm以

下)

多年生3葉

雑草

水\��後

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

一年生雑草,

多年生雑草

½·Ç

B.生育m_剤 (1)小麦

対象作L

使用WV
処理法 処理時期

使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

2]4成期 150～200mL

散布水量100L

出]前20～10

日(草丈40～

�0cm)

200～300mL

散布水量100L

出]前40～20

日(_v�u

(～^2_出

N期)

150～300mL

散布水量100L

東北以南

･多年生イネ科雑草に

対する効果の確認

2.SBH-207 ̀

(=:NHS-50)

塩bsÇトリ²Ó:50%

[³½･ディー･³½ Ëイ´

ÄÂク]

実･継 土壌処理

(全面)

水\��後

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

20～40 � 全土壌 東北以南

1.�C-401 ̀

(=:NHS-50)

塩bsÇトリ²Ó:50%

[日BµーリÂト]

実･継

従

来

通

り

土壌処理

(全面)

20～40 � 全土壌 東北以南

北海道

･½·Çに対する効果

の確認(生育休止期)

･キシÖ²½ズメノヒ³,

アシµキに対する翌

年の発生低減効果の

確認

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用規準

継続の内容

1.BAW-0�07 液

クロルメコート �5.8%

[BASFジャパン]

実 秋播き小麦

_v�u抑

制による倒

伏軽減

茎葉散布 全土壌

A. 除草剤　ևỈ✄ส㊧

A. 除草剤　ֈỈ⏣␏␁

%. ⏕⫱ㄪ⠇剤　⑴小麦
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対象雑草 処理法 処理時期
使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用基準

継続の内容

A.除草剤 (4)水\�p

1.NFH-101 液

(=:��S-301)

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:10%

2Ý4-�Aイソプロピルアミン

塩:5%

[ÈÖーÎ®Ó]

継 ･効果,薬害の確認

2.NFH-131 液

(=:��S-1�5)

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41%

[ÈÖーÎ®Ó]

継 ･効果,薬害の確認

A.除草剤 (5)水RTS

一年生雑草 水\��後

雑草生育期

(草丈20cm以

下)

多年生3葉

雑草

水\��後

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

一年生雑草,

多年生雑草

½·Ç

B.生育m_剤 (1)小麦

対象作L

使用WV
処理法 処理時期

使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

2]4成期 150～200mL

散布水量100L

出]前20～10

日(草丈40～

�0cm)

200～300mL

散布水量100L

出]前40～20

日(_v�u

(～^2_出

N期)

150～300mL

散布水量100L

東北以南

･多年生イネ科雑草に

対する効果の確認

2.SBH-207 ̀

(=:NHS-50)

塩bsÇトリ²Ó:50%

[³½･ディー･³½ Ëイ´

ÄÂク]

実･継 土壌処理

(全面)

水\��後

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

20～40 � 全土壌 東北以南

1.�C-401 ̀

(=:NHS-50)

塩bsÇトリ²Ó:50%

[日BµーリÂト]

実･継

従

来

通

り

土壌処理

(全面)

20～40 � 全土壌 東北以南

北海道

･½·Çに対する効果

の確認(生育休止期)

･キシÖ²½ズメノヒ³,

アシµキに対する翌

年の発生低減効果の

確認

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用規準

継続の内容

1.BAW-0�07 液

クロルメコート �5.8%

[BASFジャパン]

実 秋播き小麦

_v�u抑

制による倒

伏軽減

茎葉散布 全土壌
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